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「男は仕事、女は家庭」という考え方は、育児中の今の世代と、その親世代では大きな違いが出てきました。

平成26年の調査によると、日本の男性は、男性も家事も育児も行うことは当然だと考えている人が多いです。

しかし、近年、共働き家庭も増えている中にあっても、家事・育児・介護は女性に負担が偏ってしまうケース

が少なくありません。お互いが対等なパートナーであるはずの夫婦。しかし、いつの間にか家事や育児、介護

は妻の役割と決めて、自分でできる事も全てお任せになっていませんか？家庭の仕事は、日々繰り返されるこ

とだからこそ、だれか一人に頼ったり習慣や思い込みで役割を固定化せず、お互いに協力し合うことが大切で

す。子とも達にとっても、助け合う姿はとっても良いお手本。積極的に助け合いましょう。

「「二、

「

男女共同参画は、女性の社会進出に目が向けられがら

ですが、専業主婦（主夫）を否定するものではなく、む

しろ、家事などの家庭内活動を高く評価しようと言って

います。ただ、特定の人だけ家庭内活動をする人と限定

される「慣行」が根ついてよいとは思っていません。

仕事をしたい人、家庭生活に重点を置く人という「多

様な生き方」があっていいのです。大切なのは、他人か

らの押しつけではなく、自分の考えで人生を選JSことが

できること、そして、それを家族間でお互いに認め合い、

支えあうことです。

▼　　　　　　　ゝ　　　　　　　▼▲　　▼

男性がま事・育児を行うことについてのイメージ（複数回書）
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【家　事】
家庭生活を円滑に営んでいくうえで必妥な諸作業

家事は人間の生命維持に直接関係あるもので，家庭生活を支えるものである。
（ブリタニカ国際大音科事典より）

イ・増・〆・ト鯵・輪見え別囁事ってとん等もの？イ′・ぜ・′トd■・輪

見えない家事の例を挙げてみました。各家庭で、当てはまるもの、当てはまらないもの、もっとあ

る！など色々あると思います。生活を円滑に進めるために、家庭内でどんなことが行なわれている

のか、確認・共有してみましょう。

□ペットボトルを洗う、ラベルを外す

□読んだ新聞を片付ける

□郵便物の確認と処分

□脱いだ服の片付け

□裏返った服、丸まった靴下を戻す

□服の毛玉を取る

ロ散らかった物をあるべき場所に戻す

□家電の挨取り

口洗濯層内のゴミ取り

口洗面台の掃除

（水垢取り、排水溝の掃除、鏡を磨く）

□お風呂の排水溝の掃除

ロキッチンのシンク、コンロ等の掃除

ロ　レジ袋の片付け

□洗剤などの消耗品の残量チェック

ロ洗剤などの消耗品の買出し

□洗剤や調味料の詰め替え

ロオムツ・ミルクの補充

ロトイレットペーパーの補充、芯を捨てる

□洗濯前にポケットの中のものを出す

（レシート・ティッシュ・砂など）

□麦茶をつくる

□食べ残しの処理（冷蔵庫？処分？）

□「あれはどこにある？」への対処

□親族との連絡

ロペット・植物の世話

相諸機関のご紹介　～秘密は守られます。一人で悩まずお気軽にこ相談ください～
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